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１ 計画の目的・位置付け 

上天草市（建設課）が管理するトンネルは、大矢野町登立地区の平隧道及び

姫戸町姫浦地区の姫浦トンネルがあり、いずれも供用開始から６０年以上が経

過し、老朽化による損傷が著しく、施設の安全性が懸念されています。 

 本計画は、老朽化が進むトンネルの効率的な維持管理及び安全性の確保を目

的とし、平成２７年１１月に策定された「上天草市公共施設等総合管理計画」

に基づく、各個別施設毎の個別施設計画（長寿命化修繕計画）として位置付け

られるものです。 

２ 道路施設の現状と課題 

（１）上天草市の道路概要 

上天草市では、１級市道２９路線８６ｋｍ、２級市道２９路線５０ｋｍ、

その他市道１１９１路線３３４ｋｍ、合計４７０ｋｍを管理しています。 

姫浦トンネル 

１級市道    29 路線  86ｋｍ 

２級市道    29 路線  50ｋｍ 

その他市道  1191 路線 334ｋｍ

平 隧 道 
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（２）上天草市のトンネル概要 

ア 平隧道（大矢野町登立地区・市道坂本双原線） 

平隧道 ―位置図― 

施 設 延 長 ３０ｍ 

幅員・高さ ３．６ｍ ・ ４．１ｍ 

等 級 Ｄ 

完 成 １９６１年（昭和３６年） 

供 用 開 始 １９６１年（昭和３６年） 

点検年月日 ２０１７年（平成２９年） 

２０２１年（令和 ３年） 

健  全  度 Ⅲ 

平隧道

道路トンネル非常用施設設置基準 より 

大矢野町登立地区

登立小学校 

平隧道

抗口以外は覆工コンクリートがなく、地山

が露出しており、岩も確認できる。掘削面

岩の風化により、うき、剥離等が見られ落

下する可能性がある。
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イ 姫浦トンネル（姫戸町姫浦地区・市道神線１号） 

姫浦トンネル ―位置図― 

施 設 延 長 １０．５ｍ 

幅員・高さ １．６ｍ ・ ２．２ｍ 

等 級 Ｄ 

完 成 １９５８年（昭和３３年） 

供 用 開 始 １９５８年（昭和３３年） 

点検年月日 ２０１７年（平成２９年） 

２０２１年（令和 ３年） 

健  全  度 Ⅱ 

姫戸中学校 

側壁よりアーチ部を横断する幅 5mm 程度の

ひび割れからは、漏水が確認されている。

雨天時には、にじみから滴水に変化してお

り対策が求められる。

道路トンネル非常用施設設置基準 より 

姫浦トンネル

姫浦神社 

姫戸町姫浦地区

国道266 号 龍ヶ岳方面 

国道 266 号 松島方面 
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３ 道路施設のメンテナンスサイクルの基本的な考え方

道路施設は、利用状況、設置された自然環境等に応じ、劣化や損傷の進行は

異なり、その状態は時々刻々と変化します。現状では、これらの変化を正確に

捉え、施設の寿命を評価することは技術的に困難であるという共通認識に立ち、

インフラを構成する各施設の特性を考慮した上で、定期的な点検・診断により

施設の状態を正確に把握することが重要です。

 トンネルの点検については、熊本県道路トンネル定期点検要領（平成２７年

１２月熊本県土木部道路都市局道路保全課）に基づき、５年に１度の定期点検

を実施し、結果については、４段階で区分することとしています。

※定期点検要領Ｐ５４ 

４ 今後の点検・修繕計画 

（１）計画期間

５年に１回の定期点検サイクルを踏まえ、計画期間は、１０年とします。

なお、点検結果等を踏まえ、５年に１回程度の間隔で計画を更新します。

（２）対策の優先順位の考え方 

点検結果等を踏まえ、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な対策を

講じます。対策は、第三者に対する安全性に著しく影響を及ぼし、早期に対

応が必要な損傷がある施設を優先的に実施します。具体的には、定期点検の

結果により健全度の低いトンネルほど、主要部材の損傷が著しく、崩落を引

き起こすことが想定されるため、対策を優先します。
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（３）対象施設、個別施設の状態（健全度）、対策の時期・内容・費用 

施設名 
点検実施・計画 

(年度) 

現在の 

健全度 

修繕計画 

(年度) 
修繕内容 

修繕費用

(百万円)

平隧道 H29 R3 R8 Ⅲ R4～R5 
ライニング工 

（PCL 工法） 
72.00 

姫浦ﾄﾝﾈﾙ H29 R3 R8 Ⅱ R7 以降 
剥落防止工 

ひび割れ補修工
5.00 

（４）平隧道修繕事業

 本施設は、１９６１年の供用開始から６０年以上が経過し、トンネル内部の

無巻（地山の露出部分）区間が経年劣化により風化し部分的なうき、剥落が発

生していることから、定期点検において早期措置段階（健全度Ⅲ）の診断がな

されています。

 上天草市（建設課）では、定期点検結果を踏まえ、令和３年度に修繕設計、

令和４年度から修繕工事に着手しています。なお、修繕設計及び工事には、円

弧状のプレキャストコンクリート版（PCL 版）を既設覆工内側に設置し、補修

及び補強する工法を採用しており※、令和５年度（２０２３年度）中の工事完

成を目指しています。

※NETIS（新技術情報提供システム）平成 26 年 10 月まで登録 旧 NETIS 番号 HR-030003-A
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５ 新技術等の活用方針及び費用の縮減に関する具体的な方針

本計画の対象である２本のトンネルは、設置場所や利用実態から、集約化及び

撤去を進めることは困難な状況にありますが、施設の点検、修繕に係る新技術

等の活用の検討を積極的に行い、事業の効率化、費用の縮減を図っていくこと

とします。

（１）点検・修繕に関すること 

 「点検支援技術 性能カタログ（国土交通省）」や「NETIS（新技術情報提供シ

ステム）」等を参考としながら、施設点検、修繕等において、より効率化・高度

化が見込まれる新技術等を活用することで、令和１０年度までに２本のトンネ

ルで従来方式と比較し５％程度の費用の縮減を目指します。
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